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１．研究計画の概要 

西アフリカのサバンナ気候下にある典型

的な農村地区として，ガーナ国北部州トロン

/クンブング郡のボンタンガ川流域を選定す
る．この地区をコアサイトとし，調査，モデ

ル構築，実際の小規模水資源開発を行う．調

査の内容は，気象各項目，既存溜池の水位，

土壌水分についての自動連続観測，水質，と

くに塩分に関するサンプリング調査，測量調

査，土地利用，営農，生物行動，感染症発生

に関する聞き取り，観察，踏査，資料収集で

ある．地下水流動，水質挙動，水生生物行動

を確率過程として捉える概念モデルを構築

し，調査結果によるパラメータ推定と検証を

行う．実際の小規模水資源開発を，これらの

モデルに最適化手法を適用した上で実施す

る．実験，比較対照，知見の共有を行うため，

ガーナ国内，日本国内のいくつかの研究フィ

ールドを活用する．以上の多面的な研究を集

約し，研究の最終段階では，水資源開発オプ

ションについての最適戦略を提示する． 
 

２．研究の進捗状況 

研究の遂行に必要な観測機器は，初年度の

平成 20年度および 21年度を中心に整備した．

また，現地研究協力者によるデータ収集体制

も整備した．とくに，高精度の GPS 測量シ

ステムは，地形の詳細な把握ならびに土木工

事に際して多大な威力を発揮した． 

水理・水文現象の定量的な把握は水資源開

発の前提となるので，まず，浅水方程式に基

づく流れ場の数値解析モデルを開発し，検証

を行ったうえで実際に発生する地表流を計

算機上で再現した．この過程において，植生

による降雨遮断効果，表層土の透水性，地表

面の粗度を評価することができた．なお，開

発した数値解析モデル自体も，従来にない優

れた特徴を有するものである．また，湿地帯

表層土における浸透流についても，数値的手

法を用いて解析を行った．   

一方，水資源開発の視点に立てば，少なく

ともサバンナ気候下においては，降雨時系列

が地域を特徴づける根源的な情報となるは

ずである．そこで，確率過程モデルを構築し

て高精度の雨量計によって収集した降雨時

系列データに適用し，コアサイトならびに対

照地区における洪水と渇水の同時リスク評

価を行った． 

コアサイトならびに日本国内の比較対照

地区において詳細なフィールド調査を行っ

た結果，稲作，漁撈，小規模貯水池が不可分

なシステムを構成していることが明らかと

なった．そこで，水田および農業用排水路に

おける魚類の移動過程，ならびに，複数の小

規模貯水池を有するコアサイトにおける魚

類個体数のダイナミクスにつき，それぞれ確

率微分方程式を用いてモデル化し，水資源開

発オプションとの関連について考察した．ま

た，これらの知見に基づき，実際にコアサイ

ト現地において稲作圃場地下畦畔の建設，な

らびに，決壊ダムの修復工事を行った． 

一方，風力揚水による乾季畑地灌漑の試験

を行う予定であったが，諸事情により実施で

きない状況となったので，これに関する工学

的説明を行うための理論を構築中である． 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している． 

(理由) 

観測機器の故障が頻発し若干の困難が発

生したが，洪水によるダム決壊を逆に研究の

好機としてとらえ，調査頻度を増やすことに
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より予定通りの成果をあげることができた．

したがって，一部の自動観測装置よるデータ

収集を除いて現地調査を平成 22 年度にて完

了することとした． 

 

４．今後の研究の推進方策 

 フィールドにおける調査をおおむね完了

したので，理論構築と今後の展開方向の模索

に重点を移していく．理論の具体的な内容と

しては，ひきつづき，確率微分方程式を軸と

した統合的モデル化手法の体系化を推進す

る．これまでに完成した洪水渇水リスクの同

時評価モデル，1 次元地表流解析モデル，生

物個体群持続可能性モデルを，それぞれ，水

資源管理の確率論的意思決定モデル，2 次元

地表流自由地下水流同時解析モデル，食物連

鎖系持続可能性モデルへと高度化する．また，

これまでに開発してきたモデルや理論は，西

アフリカにて検証を行ってきたが，地球規模

における適用可能性については未知数であ

る．そこで，雨季と乾季の交代，稲作と漁撈

の共存，貧困や感染症といった共通の農村環

境基盤支配要因を有しつつ，営農体系，外来

河川の影響，小規模水源のオプションにおい

て西アフリカとは明確に異なっている，バン

グラデシュ国ダッカ区北部において予備的

調査を行う．研究成果については，査読つき

学術誌ならびに国内外の学会にて公表する

ほか，一般向けのウェブサイトを開設する． 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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